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自己紹介 

• 岩手県花巻市出身 

• 助産師 

• 教員 

 

 



東日本大震災での活動 

• 2011年4月1日～2012年2月29日 

  岩手県陸前高田市において女性支援活動 

• 2012年3月～ 

  NPO法人 まぁむたかだ理事 



調査結果 

 

• のべ25か所の避難所を調査 

• 被災地の保健医療チームと会議 
 

 ❖清潔維持 

 ❖女性特有の健康問題に対する情報提供 

 ❖ニーズに合わせた物資の提供 

 ❖治安の変化による防犯 

 



オンナのなっても袋 配布 

ビデの配布 
夏 

冬 

世代別にセットと 
パンフレットを作成 

 
 
 

・すずらん：月経について 

      （30歳代くらいまで） 

・つばき：更年期障害について 
        （40～50歳代） 

・しゃくやく：尿もれについて 
        （50歳代くらい～） 



 支援活動の様子 



2011年5月14日～2012年2月29日 

地区  避難所 仮設住宅 公民館など サロン 
矢作 0 3 2 0 
横田 0 4 0 0 
竹駒 0 5 2 0 
気仙 1 3 3 2 
高田 3 6 3 0 
米崎 1 4 5 1 
小友 4 0 0 
広田 3 3 2 1 

合計 12 32 17 4 

*仮設と合同4件 

❖6,669セット配布 



女性から寄せられた相談内容 

 避難所 

   

 

  

 
 

 仮設住宅 

 

1．不眠（主に物理的な要因） 

2．高血圧 

3．月経不順 

1．不眠（主に精神的な要因） 

2．運動不足による体調不良 



1. 物資に関して 

   

 

 

 
2．個別相談に関して 

   

現地であがった女性の声 

ビデはもっと早くほしかった。すごく役立った。 

基礎化粧品がとてもうれしかった。 

笛は必ず身につけようと思う。 

手鏡で自分の顔をみて、がんばろうという気持ちになった。 

おりものの話など、話しにくいことを聞いてくれて安心した。 

避難所の中では話しにくいことを聞いてくれて少し楽に
なった。 



幅広い世代の女性の支援 



防災手拭い（盛岡市） 

日
本
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避難所運営の手引き（四日市市） 

 



自助 



出典：内閣府男女共同参画局 平成24年版男女共同参画白書 

 



課題 具体的な状況 冊子に必要と考える 
内容 

必要な（と感じる）
ものが多い 

月経、尿漏れなど
への対処 

女性に必要な物品や防災と
して必要な普遍的な物品を
提示 

ライフサイクルに
よって必要なもの
が異なる 

妊娠中、子育て
中、月経中、老年
期など 

自分の生活に引き寄せて考
えられるような状況設定問
題などを提示 

日々の生活での
役割が多い 

防災にまで気持
ちを向けるのが
難しいことが多い 

日々の生活の中で使用して
いる物品で準備できるように
提案（経済的にも物理的に
も日常にさりげなく） 

災害時における女性特有の課題 



課題 具体的な状況 冊子に必要と考える 
内容 

心理的な変化によ
り身体に影響が出
やすい 

月経の乱れ、更年
期障害の症状など 

対処方法だけでなく普段
からの備えを提示 

身体が冷えやすい 避難時の服装（ス
カートなど）、脂肪
の量が多い 

防寒の必要性も含める 

合併症が発症しや
すい 
 

排泄の回数や行動
制限による膀胱炎
や静脈血栓塞栓症 

注意喚起するとともに対
処方法を提示 

災害時における女性特有の課題 



課題 具体的な状況 冊子に必要と考える 
内容 

弱者になりやす
い 

性被害などの2次

的なトラブルに巻き
込まれることがある 

ライトや笛などだけでなく、
身を守る手段も提示 

地域でリーダー
シップを発揮する
のは男性が多い 

災害時、女性の特
有の課題や必要な
ものはわからない
ことが多い 

女性の状況に対する理解
を深め、男性が支援を行う
ときに役立ててもらう 

災害時における女性特有の課題 



共助 



 

出典：内閣府 日常生活における防災に関する意識や活動についての調査（平成28年5月） 



 

コミュニケーションは世代に 
よりとりやすい対象が異なる 

 
↓ 

 
世代を超えて使用できる 
共通の合言葉のような 

キーワードを 

出典：内閣府 日常生活における防災に関する意識や活動についての調査（平成28年5月） 



受動的 
学習方法 

能動的 
学習方法 

10% 

20% 

30% 

50% 

75% 

5% 

90% 

講義 

読書 

視聴覚教材 

デモンストレーション 

グループ討論 

自ら体験する 

他の人に教える 

学習定着率を表す 
ラーニングピラミッド（Learning Pyramid） 

出典：national training laboratories 



防災意識の芽生え  を支援 

・自助を促す、思わずだれかに伝えたくなる内容を 

  →状況設定問題などで日々の生活の中での 

    防災のイメージ化を促進 

  →思わず人に伝えることで伝えた人も 

    伝えられた人も定着が向上 
 

・共助を促す、キーワードを 

  →その言葉を言えば、協働しやすくなる 

   合言葉など 
 


